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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、国レベルの社会-生態システムの将来シナリオ共有手法の実践的構
築である4つの社会-生態システムシナリオにおける、人々の暮らしの様子を描写した物語文と説明文(イラスト
あり)を作成し、その読了効果や望ましいシナリオに関する意思決定の葛藤度を尋ねる社会調査を実施し、結果
を共分散構造分析によって分析した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct a practical method for sharing 
future scenarios of social-ecological systems at the national level. Narrative and explanatory texts
 (with illustrations) describing people's lives in four social-ecological system scenarios were 
created, and a social survey was conducted to inquire about the effects of reading the texts and the
 degree of decision-making conflict regarding the desired scenarios, and the results were analyzed. 

研究分野： 環境工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、自然資源や社会のマクロな将来的変化を、人の暮らしに関する要素の変化に定量的に落とし込む工
学的分析に加え、それを従来の図表やイラストよりもリアリティを伴った理解を促すアート的形式“物語”に変
換する統合的手法を構築した点に学術的意義がある。さらに、専門家の間のみで検討されることの多い社会-生
態システムの将来シナリオについて、より広く一般に理解され易い暮らし視点の物語で提示し、その共有形式が
意思決定を容易にしたかを検証すると同時に、将来社会シナリオへの一般の人々の選好を問う機会を創出した点
に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 世界的課題である持続可能な社会の実現に向け、生態系等の自然資源と人間社会との関わり
の持続可能な在り方を探求することが求められる。起こりうる未来を様々な不確実性下で描く
シナリオ分析は、生態系と人間社会の関係の変化を予測し、その将来に向けた意思決定に示唆を
与える有効な手法として、様々な研究に用いられる。 
しかしながら、シナリオと科学的に計算されたデータに基づく将来像を、意思決定者である政

策関係者や一般市民に理解が容易な形でいかに提示し、意思決定に貢献するかという点におい
ては、未だ課題が残っている。特に現在の日本では、自然資源の現状や生態系サービスと人間社
会とのつながりが認識されにくくなっており、シナリオ分析の結果として、自然資源や生態系サ
ービス量の変化や、人口動態や自給率などのマクロな社会的変化の数値データを提示するのみ
では、十分な理解や議論、意思決定への寄与は難しい。 
 人間社会と自然生態系との関りを対象とする将来シナリオ分析の中で、その表現方法を工夫
する研究を概観すると、イラスト等の簡易なアート手法に留まっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本全国レベルの複数の社会-生態系シナリオを対象に、各シナリオにおける将来的

な暮らしの変容の定量的シミュレーションと物語型コミュニケーションの適用による将来シナ
リオ共有手法の実践的構築を目的とする。本研究は以下 3 つの研究課題から構成される：①マ
クロな自然資本や社会変化を定量的にダウンスケーリングした、将来的な人々の暮らしの変容
シミュレーション、②シミュレーション結果の物語形式への変換とその要諦の抽出、③社会調査
による本手法の理解促進および意思決定支援効果の測定。 
本研究で扱う題材は、環境省平成 28 年度戦略的研究開発領域課題 (S-15)『社会・生態システ

ムの統合化による自然資本・生態系 サービスの予測評価（PANCES）』で構築された、全国レベ
ルの 4 シナリオである 1)。「人口のコンパクト化－分散化」と「自然資本－人工資本活用社会」
の 2 軸から形成された各シナリオについて、一般市民に身近で理解が容易な“暮らし”視点での
定量評価は十分でなく、表現方法も俯瞰的イラストに留まる等、その共有形式には向上の余地が
残るため、本研究で扱う題材として相応しい。 
 
３．研究の方法 
 第 1 に、将来的な人々の暮らしに関する定量的な変容シミュレーションを行う。国立社会保
障・人口問題研究所の地域別将来人口推計を参考に、4シナリオにおける年齢階級別人口の空間
分布シミュレーションを行った。その結果を観光資源の分布データや将来の土地利用予測結果
と重ね、人口変化によりアクセスが困難になる観光資源数や生活に関わる土地利用の変化を分
析した。更に、算出した将来人口に地域別・年齢別消費特化係数を乗じた食料需要と、S-15 に
より算出されたシナリオ別の国内食料生産量を照合し、食料自給率の変化を分析した。これによ
り、公共・民間サービスへのアクセス性や食生活、観光資源や生活圏の土地利用等、一般市民の
生活を規定する要因の変化を定量的に明らかにした。 
第 2 に、定量的シナリオ分析結果の物語形式への変換とその要諦の抽出を行った。4 シナリオ

の差異を人々の生活への影響へとブレイクダウンさせ、4つの社会における物語と説明文それぞ
れ作成した。物語の構成要素とその配列ルールを解明したストーリー・グラマー理論 2)に則り、
P1:各シナリオにおける代表的な地域と世帯の抽出、P2:埋め込む要素選定、P3:各要素を反映し
た人物設定とタイムライン設計、P4:プロットとイラストの作成、の順に進めた。工程で物語へ
の変換が困難なデータや課題を記録し、定量的結果の物語への変換時のエッセンスを抽出した。 
第 3 に、社会調査による物語手法の理解促進および意思決定支援効果の測定を行った。3,437

サンプルを対象に、半数には 4つの社会像を描写した物語とイラストを、その他の回答者には説
明文とイラストを提示した。各回答者の理解度や共感度は、川端ら 2)の物語読了効果（印象鮮明
性・納得性・関心向上性・自我関与性）測定尺度と移入尺度 3)を用いた。また各回答者にとって
望ましいシナリオの決定を求める設問を加え、O’ Connor4)の Decisional Conflict Scale（意
思決定葛藤度尺度）を活用して提案手法による意思決定への寄与度を測定し、結果の比較分析を
行った。 
 
４．研究成果 
①将来的な人々の暮らしに関する定量的な変容シミュレーション 
コンパクト型および分散型シナリオにおける将来人口分布予測の結果、両シナリオにおける

2050 年の人口分布や年齢構成が 500ｍメッシュ解像度で示された。人々の集住がより強く進む
コンパクト型シナリオでは、居住者がいなくなる無居住化エリアが現状維持シナリオ(BAU)に比
べて約 3 割増加する結果となり、分散型シナリオでは無居住化エリアが BAU に比べて 5 割以下
に減少することが明らかとなった。表 15)のように土地利用の将来シナリオ分析の結果と重ね、
人々の管理が必要な自然資本（MNC：水田や畑地、人工林など）がありながら、人口が少ないあ



るいは高齢化が進行し自
然資本の維持が困難とな
る土地の空間分布を明ら
かにした。コンパクト型
シナリオでは、MNCであり
ながら人口が 0〜20 人と
なるメッシュは他のシナ
リオより多く、約 25 万メ
ッシュにのぼった。 
 
②定量的シナリオ分析結
果の物語形式への変換と
その要諦の抽出 
 シナリオの物語化の技
術に関しては、作家など
から知見の提供を受け、
検討の結果、高校生以上
を読み手の対象とした 1
シナリオ約 2 千文字のテ
キスト形式で、中規模都
市を拠点に離れて暮らす
家族の視点から、4つの社
会-生態シナリオで規定
される未来社会を描く物
語を作成し、各場面を表
現したイラストも作成し
た（図 1）。ベースとした
社会-生態シナリオは社
会のマクロな状態を表す
記述によって規定されて
いたため、マクロな状態
をミクロな視点での生活
の記述に変換(具体化)す
る手続きが重要であるこ
とが分かった。国内の地
域構造は登場人物の居住地
域の選好、都市構造は住宅・
流通販売・移動手段の在り方、消費様式は売買される食品・服飾品・娯楽などに変換された。他
にも、自然資本への関わりや周囲の人々との関わり、エネルギー源の変化、農林業の変化、シナ
リオや地域ごとの医療体制の変化などの要素が物語中に盛り込まれた。 
物語への変換時の課題としては、現在とは異なる未来の状況を記述する際は文章の分量との

トレードオフ問題が避けられないこと、主体となる人物の設定によっては、読み手の共感が得ら
れにくくなるリ スクが生じることなどが見いだされた。さらに、物語シナリオにて表現した情
報を損なわないような、比較対象の説明文テキストの形式や文体の決定には議論の余地がある
が、本研究では場面ごとにイラストを説明する形式の箇条書き文章として、物語文に比べて情報
量が減じないよう説明文を作成した。 
 
③社会調査による物語手法の理解促進および意思決定支援効果の測定 
 回収された 3,437 サンプルのうち、不誠実回答者をスクリーニングした有効回答サンプル数
は 2,059 となった。説明変数として、社会問題への関心と日頃触れる文章量、文章の物語性を用
い、媒介変数に読了効果（文章への移入度、納得性・関心向上性・自我関与性・読み取りやすさ・
正確な読み取り）、応答変数を望ましいシナリオの意思決定葛藤度とし、意思決定葛藤度には優
柔不断度も影響すると設定した共分散構造分析を行った。結果として、物語性は移入度・納得性・
関心向上性・自我関与性に正の効果を、正確な読み取りに負の効果をもたらす可能性が示唆され
た。更に意思決定葛藤度（葛藤のない決定）には、納得性とよみとりやすさが正の効果を、関心
向上性・自我関与性が負の効果をもたらす可能性が示唆され、物語性は意思決定葛藤度へ両面的
な効果があると考えられる結果となった。 
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